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まち

Topics

まちの話題やイベント
　　を皆さんに。

安心して遊べる親子サロンが誕生！

風評被害からの脱却、走る広告塔に期待

放射線の知識を分かりやすく 本市の雇用創出、地域経済発展の弾みに

魂の応援に、いただいたのは「元気」。そして踏み出す「勇気」

　９月12日、白河・西郷広域シルバー人材センター
の「子育てサロン　にっこり・シルバーちゃん」（結城）
が開所し、オープンを祝いました。
　サロンは国と本市・西郷村の助成金を受けて運営
されるもので、生後６か月から未就学までの子ど
もと父母が対象。施設の利用料金は親子１組１か月
100円で、同じ月なら何度でも利用できます。
　鈴木市長は、「子どもたちを安心して育てられるよ
うにサポートをしていきたい」と話しました。

　９月４日、「ラッピング広告車両出発式」が市役所正
面玄関で行われました。
　原発事故による風評被害で市内の観光業がダメー
ジを受けていることから、白河の関、南湖公園などの
観光名所やラーメン、そば、だるまなどの特産品を描
いたトラックと定期バスに首都圏などを走ってもらい、
本市の魅力を県外に発信します。
　小田川運輸㈲・㈱片桐運輸・㈲渡辺運送・㈱桜交通
に協力していただき、11月まで３か月間運行します。

　「震災復興に向けた連携・協力に関する協定」に基
づく徳島大学の「原子力災害における住民支援プロジ
ェクト」がスタート。本市の土壌汚染調査や放射線の
正しい知識の普及などに取り組んでいます。
　その一環として、「放射線講習会」が８月29日に中
央中で開かれました。中学生向けの放射線教育のほか、
精神的ストレス軽減のためのアドバイスなどを行いま
した。
　今後、各小・中学校で順次開催していきます。

　９月11日、本市へ進出する㈲日本都市開発（盛岡
市、滝

た き む ら

村照
て る お

男代表取締役）と堂山業務用団地（大信
増見）における工場立地に関する基本協定および市
有財産譲渡契約の締結式が行われました。
　工場はツーバイフォー住宅建築用の床・壁・屋根
建築用木製品などを製造します。用地面積は１万
5,174㎡で、建築面積は8,300㎡の鉄骨造平屋建て。
来年５月の操業予定で、当初は約20人、将来的には
40人程度まで雇用を拡大する計画です。

　９月２日、東日本大震災や原発事故からの復興にエールを送る「白河復興応援
プロジェクト（東京六大学応援団連盟）」が市民会館（手代町）で行われ、会場
に集まった約1,200人に勇気を与えました。 
　ステージでは、東京六大学応援団の本番さながらの力強い校歌・応援歌、華や
かなチアリーディングや吹奏楽の演奏が披露されました。 会場からは応援団を
鼓舞する掛け声も飛び、ステージと客席が一体となりました。 
　また、会場の外では地元産の農産物の販売や餅つきが行われ、応援に元気づけ
られた市民でにぎわいました。

Topic of town ｛写真で紹介する、今「旬」な話題です｝

話　 題まちの

子育てサロン　にっこり・シルバーちゃん

ラッピング広告車両出発式

原子力災害における住民支援プロジェクト ㈲日本都市開発が本市に進出

▲東京六大学応援団連盟がＰＲに来庁

▲華やかで迫力あるステージ

▲サロン利用の問い合わせは☎㉒9128まで

▲鈴木市長および関係者のテープカット

▲中
なかやま

山信
し ん た ろ う

太郎同教授の講演に耳を傾ける中学生 ▲「白河市を盛り上げ、復興支援をしたい」と滝村代表取締役

白河復興応援プロジェクト



▶歴史民俗資料館（中田7-1 ／☎㉗2310）
【利用案内】
◆開館時間　午前９時〜午後４時
◆休館日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
◆入館料　無料
【催し案内】
◇テーマ展
「むかしの暮らしと道具」
⃝会　期　10月19日㈮から
◇常設展「白河の歴史と文化」 

▶白河集古苑（郭内1-73 ／☎㉔5050）
【催し案内】
◇新島八重の生涯と戊辰戦争展
　白河展「新島八重の生涯と戊辰白河口の

戦いーゆずれない心、それぞれの矜
プ ラ イ ド

持ー」
⃝会　期　11月４日㈰まで
⃝開館時間　 午前９時〜午後５時（入館は
　　　　　午後４時30分まで）
⃝入館料　無料
⃝休館日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

▶マイタウン白河（本町２／☎㉛7595）
【催し案内】
◇ＮＨＫ福島の桜フォトコンテスト
⃝日　時　10月２日㈫〜８日㈷／午前９時〜

午後９時　
問日本放送協会福島放送局編成企画
　☎024-526-4688

◇白河美術協会展
⃝日　時　10月30日㈫〜11月４日㈰／午前

10時〜午後６時　※最終日午後
５時まで

問白河美術協会☎㉔1026
◇小峰城大花火写真コンテスト応募作品
　展示および市民投票

※広報白河９月１日号「くらしの情報
館」でコンテストの内容を掲載しま
したが、展示会場・開催期間が変更
になりましたので、お知らせします。

⃝展示会場　マイタウン白河
⃝日にち　10月29日㈪〜11月11日㈰
問ＮＰＯ法人カルチャーネットワーク☎㉒5271

▶文化センター（中田140 ／☎㉒5220）
【催し案内】

▶市民会館（手代町22−１／☎㉓3718）
【催し案内】
◇第25回中央公民館発表会
⃝日　時　10月14日㈰／午前10時〜午後３時
⃝入場料　無料
問中央公民館☎㉓3810
◇第62回県南高等学校演劇コンクール
⃝日　時　①10月27日㈯／午前10時15分〜午

後４時45分　②10月28日㈰／午前
10時50分〜午後４時10分

⃝入場料　無料
問県南高等学校演劇連盟☎0248�2151

▶翠楽苑（南湖公園内／☎㉓6888）
【催し案内】
◇翠楽苑紅葉ライトアップ(無料)
⃝日　時　10月30日㈫〜11月４日㈰

◇細
ほ そ つ ぼ

坪基
も と よ し

佳 SOLO 20th anniversary LIVE
　Towards the rainbow 〜未だ路の途

う え

上〜
⃝日　時　10月14日㈰／午後４時30分から
⃝入場料　全席指定5,000円
問ノースロードミュージック☎022-256-1000

▶東文化センター（東釜子字狐内47／☎㉞1131）
【催し案内】
◇東芸能発表会
⃝日　時　10月28日㈰／午前９時から　
⃝入場料　無料
問東教育振興課☎㉞3146
◇角

つ の だ

田カツ・野
の ざ き

崎安
や す ひ ろ

博 水彩・写真・油絵 親子展
⃝日　時　10月31日㈬〜11月３日㈷／
　　　　　午前10時〜午後４時　
⃝入場料　無料
問東文化センター☎㉞1131

★

広報白河　2012.10.１（H24）15 14広報白河　2012.10.１（H24）

◇高齢者作品展
⃝日　時　10月７日㈰〜９日㈫／午前９時〜

午後５時　※最終日午後３時まで
問白河白寿会連合会☎㉓4126
◇市民総合美術展覧会
⃝日　時　10月17日㈬〜21日㈰／午前10時
　　　　　  〜午後６時　※最終日午後３時まで
問本庁舎生涯学習スポーツ課☎㉒1111　内2384
◇助産婦なんでも相談会in白河
⃝日　時　10月20日㈯／午前10時〜午後２時
⃝参加料　無料
問福島県助産師会白河会☎㉕3601
◇第29回中央公民館習作展
⃝日　時　10月25日㈭〜28日㈰／午前９時

〜午後５時　※初日は午前10時か
ら、最終日は午後３時まで

問中央公民館☎㉓3810

写真で！話題を

施設の催し

The topic in the photograph

話題を
写真で

紹介！

まち
ひと

中国人ランナーが郷里マラソンに参

加、友好を深めました！

第11回しらかわ郷
ふ る さ と

里マラソン大会９月15日／東風の台運動公園（東釜子）

充実の大会に過去最高の1,484人が参加

イメージアップ観光誘客事業９月７日／きつねうち温泉（東釜子）

観光客に買い物助成券を贈呈しました！
ふるさと白河表郷まつり９月22日／ 表郷総合運動公園（表郷番沢）

秋のお祭りは表郷でキマリ！ 「中町山車会館」落成式９月９日／同会館（大手町）

中心市街地の魅力がさらにアップ!!

第２回白河市囲碁・将棋まつり９月９日／市立図書館（道場小路）

プロ棋士との対局に心高ぶる

子育て広場９月５日／東保健センター（東上野出島）

見上げると、そこはフワフワ不思議空間！

第17回しらかわ駅伝競走大会

９月23日／総合運動公園陸上競技場スタート・ゴール（北中川原）

1,373人のランナー、雨の中心市街地駆け抜ける

▲ランプ

▲エンフィールド銃（栃木県立博物館蔵）
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破けたと言うより「ぶっつぁげた」の方が

よりイメージが伝わっぺ
白河の桜綺麗だがんね～。楽しみだね～。
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various information various information ｛ 話 題 の 情 報 あ れ こ れ ｝ ラウン
ジ

shira
kawa

　東日本大震災以降、全国の自治体で災害に強いまちづくりを目指し
て、計画や対策が講じられています。本市の給水車導入もその一つ。
　この給水車は、災害時に市民の飲料水を確保するためのもので、一
度に2,000リットルの水を運搬することができます。この量は市民１人
が１日に必要とする飲料水を約３ℓとすると、約660人分に相当します。
また、加圧ポンプを装備しているので、高いところの受水槽に水を送
ったり、低い場所の水をくみ上げたりすることもできます。 
　いつ起きるか分からない災害に、迅速に対応できるように、備えを
怠らず、災害に強いまちづくりを進めていきます。

給水車 Trend- 災害に強いまちづくりに -

まちで話題となっている新しいトレンドをリポート！

　日本はすごい。ロンドンオリンピックの日本人選手の活躍
に、多くの国民が実感しました。オリンピックには本市ゆか
りの新田祐大選手と星奈津美選手が出場し、多くの市民に
感動と勇気を与えてくれました。今回、２人のオリンピッ
ク選手が広報白河のインタビューに答えてくれました。

Shirakawa Ｎew Ｗave

しらかわの新しい波
今、まちの気になること

ＪＯＣジュニアオリンピック第31回全日
本ジュニアバドミントン選手権大会３位
９月14日～17日／宮崎市総合体育館
（宮崎県宮崎市）

■仁
に へ い

平澄
す み や

也さん（中央中２年）

特別企画 本市ゆかりのオリンピック選手の言葉
Special Interview

1986年・会津若松市出身。高校時代を過ごし、
恩師・班

ま だ ら め

目秀
ひ で お

雄さんと出会った本市を新田選手
は、「第２の故郷」と話しています。

1990年・埼玉県越谷市出身。父・幸
こ う じ

治さんは本
市出身で、奈津美さんは祖母に会うため、本市
を訪れています。

新

飛
躍
を
誓
う
信
念
を
貫
く星

田祐大

奈津美

Ｎitta Yudai

Hoshi Natsumi

選手

選手

自転車男子
チームスプリント

入　賞
８位

競泳女子バタフライ
200メートル

銅メダル
３位

■オリンピックに参加した感想をお願いします。

■オリンピックに参加した感想をお願いします。

■市民へのメッセージと今後の抱負をお願いします。

■市民へのメッセージと今後の抱負をお願いします。

　オリンピックの自転車チームスプリントで、８位に
入賞することができました。
　日本の競輪はスタートしてからの様々な駆け引きが
ありますが、オリンピックではスタートが最も重要で
あることを実感しました。今回のスタートでは、観客
の声すら聞こえないくらい集中しました。何より、自
己ベストのタイムが出せたことは次の目標の励みにな
りました。

　夢に見たメダリストになれて、本当に嬉しい気持ち
と同時に、支えてくれた色々な人たちに感謝の気持ち
でいっぱいです。本当にありがとうございました。

　皆さんには、オリンピック出場に際し、壮行会やた
くさんの方に温かい声援をいただき、大変感謝してい
ます。結果的にはメダルを取ることができませんでし
たが、いろいろな方に支えられていることを実感した
大会でした。
　今回の経験を踏まえて、次のブラジル・リオデジャ
ネイロに出場できるように頑張ります。ぜひ４年後を
期待してください。

　今後とも今まで同様に応援していただければ本当に
嬉しいです。
　今後は、４年後のリオデジャネイロを目指して頑張
りたいと思います。さらに上を目指すために、もっと
前半のスピードを上げるように強化していきたいと思
います。
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図
書
館
に
行
こ
う！

◎市立図書館　▶開館時間　平日10：00 ～20：00　
　　　　　　　　土・日・祝日９：30 ～18：00
　　　　　　　▶休 館 日　月曜日、第１水曜日
                       （ただし、祝日の場合は開館し、翌日は休館）

問本庁舎生涯学習スポーツ課☎㉒1111　内2384

げんきな子ども、なかよくする子ども、かんが
える子ども
  ひがし幼稚園は、園庭が広く花壇にはたくさ
んの花が咲いています。園児たちはきれいに咲
く花を見ながら毎日水やりを楽しんでいます。
　園児の登園方法は、親子登園またはバス登園
です。バス登園では年長・年中の園児が年下の
園児の面倒をよく見ていて、バスから降りると
すぐに手をつなぎ、その園児のクラスまで連れ
て行ってくれます。園生活に慣れるまでの間、
不安をもって登園する年少の園児にとっては安
心できる頼もしい存在です。
　また、東地域では幼稚園、小・中学校、家
庭、地域が連携し、子どもたちの心身の健康な
成長を願い様々な取り組みを行っています。特
に給食関係では、小・中学校の献立に合わせ
て、家庭の協力を得ながら毎月２回「カミカミ
メニュー・繊維メニュー」を取り入れたお弁当
にしています。食の大切さと同時に、丈夫な歯
やあごを作るなど健康な体作りが目的です。今
年度も虫歯ゼロを目指し、虫歯予防に地域全体
で取り組んでいます。

19 18

｛教育の情報あれこれ｝ ｛図書館の情報あれこれ｝education information Library information

りぶらんだより Libran

◎東 図 書 館　▶開館時間　10：00 ～18：00
　　　　　　　▶休 館 日　祝日、火曜日、月末日☎㉞1130

ひろ
ば教育
の

白河市立ひがし幼稚園
園長　飛

ひ ち わ

知和喜
き み こ

美子

○住所　東釜子字枇杷山28
○電話　☎㉞2019　

映画上映案内

　山々が色づきはじめる10月。収穫・スポーツ・芸術・読書など
様々な秋を集めます。

　10月14日は鉄道の日。どんな電車があるの。何を運ぶの。本を
通して電車に触れてみましょう。

Movie 　市立図書館多目的ホールで上映
される映画です。入場無料です。

 「14ひきのシリーズ」などで著名な絵本作家
のいわむらかずおさんを迎え、講演会を開催
します。いわむらさんは現在、栃木県那珂川町
に「いわむらかずお絵本の丘美術館」を開館し、
絵本・自然・子どもをテーマに活動しています。
◦日　時　11月３日㈷ ／午後１時30分から
◦会　場　地域交流会議室（多目的ホール）
◦内　容　講演「絵本と自然とこども」、トー
　　　　　クイベント、サイン会
◦定　員　200人

※入場は無料ですが、整理券が必要です。整
理券は10月13日㈯から各図書館で、開館
時間中に配布します（休館日を除く）。配
布は先着順で一人２枚までです。　

<プロフィール>
　岩村和朗。昭和14年東京
生まれ。東京芸術大学工芸科
卒業。昭和50年に東京を離
れ、栃木県益子町の雑木林の
中に移り住む。「14ひきのシリ
ーズ」や「こりすのシリーズ」 
は国内だけでなく、フランス、
ドイツ、台湾などでもロング
セラーとなり、世界の子ども
たちに親しまれている。

いわむらかずおさん講演会

☎㉓3250

今月号は

  き
ょういく

情 報ホット
熱!!

■教育関係のホットな情報を皆さんへ

おはなし会
■日時　10月13日㈯・27日㈯
　　　　午前11時～11時30分
■会場　おはなしの小屋
■対象　３歳～小学生低学年

ちびっこおはなしのくに
■日時　10月４日㈭・18日㈭
　　　　午前11時～11時30分
■会場　おはなしの小屋
■対象　０歳～３歳程度

◎表郷図書館　▶開館時間　10：00 ～18：00
　　　　　　　▶休 館 日　祝日、火曜日、第１水曜日

《おはなし、よんで！（０歳～小学生対象）》
　■日時　毎週土曜日／随時

《図書館であそぼう！》
　■日時　10月12日㈮・26日㈮/午前10時～午後４時
　■対象　家族と同伴の０歳～小学２年生

☎㉜4784

◎大信図書館　▶開館時間　10：00 ～18：00
　　　　　　　▶休 館 日　月曜日、祝日の翌日☎㊻3614

▲今日のお弁当は「カミカミメニユー」

「ちいさい秋みつけた」

「鉄道（てつどう）の日」

   毎月、季節に合わせた本を展示しています。

こどもたちが本を愛するように。

■日時　①10月13日㈯
　　　　　午後１時30分～３時10分
　　　　②10月17日㈬
　　　　　　午後６時30分～８時10分
■日時　10月20日㈯
　　　　　午後１時30分～１時55分

■日時　10月20日㈯
　　　　　午後１時55分～２時15分

「おじゃる丸 マロのゆ
かいな世界」

「なかよしおばけ おば
けの地下室たんけん」

「ビートルジュース」
1988年作品

2004年作品から３話

から３話 2005年作品

のはなし
「音楽の祭典」

大人向け

大人の本

こども向け

こどもの本

本が好き
になる!!

月の話題
に触れる!!

映 画 で感
性を磨く!! Information図書館からお知らせ 図書館の

情報を!!

催し案内Event

本の展示Exhibition

第16回しらかわ音楽の祭典

ひがし幼稚園教育目標

《絵で見るお話の会》
　※10月はお休みです。

し しっかりと大きな声であいさつを
ら ランドセルの笑顔見守る地域の目
か 簡単なことから始めようボランティア
わ わがまちを誇りに思えるまちづくり

すすめよ
う
！

「しらかわ
」
運

動

　大谷康子さんはテレビの「題
名のない音楽会」に数多く出演
されています。
　コンサートでは「アイネ・ク
ライネ・ナハトムジ―ク」など
の弦楽四重奏をわかりやすく表
現しています。ぜひ、ご覧くだ
さい。

　いろいろな、手づくり絵本が並びます。ぜひ
ご覧ください。
◦日　時　10月４日㈭～10日㈬ ／午前10時  
　　　　　～午後５時（休館日を除く）
◦会　場　地域交流会議室　中会議室３

手づくり絵本展

⃝日にち　11月４日㈰
⃝会　場　市民会館（手代町）
⃝内　容　
　◇第１部（午前８時30分開演）
　　「小・中・高校生及び一般団体の合唱・合奏」
　　※入場無料
　◇第２部（午後６時開演）
　　「大谷康子　弦楽四重奏団～古典からラテンまで～」
      　出演者…大

お お た に

谷康
や す こ

子（１ヴァイオリン）、田
た じ り

尻順
じゅん

（第２
　　　　　　　ヴァイオリン）、青

あ お き

木篤
あ つ こ

子（ヴィオラ）、西
に し

　　　　　　　谷
や

牧
ま き と

人（チェロ）
　　※入場料　大人1,000円、こども500円（４歳～高校生）
⃝チケット販売所

　えきかふぇSHIRAKAWA、
ヲガタ楽器店、市民会館、文化
センター、東文化センター、マ
イタウン白河、本庁舎生涯学習
スポーツ課、各庁舎教育振興課

check!

EventEvent

♪♪
♪
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⃝
試
験
会
場
　
中
央
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

⃝
申
込
受
付
期
限
　
11
月
８
日
㈭

ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
１
１
５
９

《
昼
間
入
門
講
座
》

⃝
日
時
　
11
月
26
日
㈪
～
12
月
21

日
㈮
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
前
９
時
～
正
午

⃝
会
場
　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
受
講
料
　
１
万
円

⃝
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

⃝
申
込
開
始
　
10
月
29
日
㈪
か
ら

⃝
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

５
時　
※
平
日
の
み

⃝
申
込
方
法
　
受
講
料
を
持
参
し
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
５
１
２

　
市
で
は
、
１
０
０
歳
以
上
の
高

齢
者
を
在
宅
で
１
年
以
上
介
護
さ

れ
て
い
る
方
や
高
齢
福
祉
の
模
範

と
な
る
方
を
公
募
し
表
彰
し
ま
す
。

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
10
月
15
日
㈪
／
午
後
１

時
～
３
時

⃝
場
所　
本
庁
舎
地
下
第
１
会
議
室

⃝
行
政
相
談
委
員

▽
内う

ち
だ田
宜よ

し
え枝
（
郭
内
151
）
☎
㉓
３

５
１
８

▽
中な

か
む
ら村

周し
ゅ
う
じ
ょ
う

常
（
本
町
26
）
☎
㉓
４

３
５
７

▽
鈴す

ず
き木
賢け

ん
し
ゅ
う秀
（
表
郷
番
沢
字
原
11
）

☎
㉜
３
４
２
０

▽
内な

い
と
う藤
直じ

き
ほ
う方
（
大
信
下
小
屋
字
西

宿
225
）
☎
㊻
２
５
４
７

▽
水み

ず
の
や

野
谷
正ま

さ
あ
き明
（
東
栃
本
字
市
倉

22
）
☎
㉞
３
２
３
５

※
自
宅
等
で
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

問
本
庁
舎
総
務
課　
内
２
３
１
３

／
各
庁
舎
総
務
課　
表
郷
☎
㉜
２

１
１
１　
大
信
☎
㊻
２
１
１
１

東
☎
㉞
２
１
１
１

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

⃝
申
込
期
間
　
10
月
９
日
㈫
～
19

日
㈮

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７
２
２

⃝
派
遣
国
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

⃝
期
間
　
平
成
25
年
１
月
20
日
㈰

～
31
日
㈭

⃝
資
格
要
件
　
県
内
に
居
住
し
、

農
業
に
従
事
す
る
20
歳
以
上
の
方

⃝
申
込
期
限
　
10
月
26
日
㈮
ま
で

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

問
福
島
県
国
際
農
友
会
事
務
局
☎

０
２
４
︲
５
２
４
︲
１
２
０
１

　
10
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
は
、

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。
行
政

相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
行
政
機
関
や
特
殊
法
人

な
ど
の
仕
事
に
関
し
て
、
苦
情
や

困
り
ご
と
・
要
望
な
ど
の
相
談
に

応
じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す

る
も
の
で
す
。

　
相
談
週
間
中
に
は
、「
特
設
行
政

⃝
職
種
・
採
用
予
定
人
員
　
看
護

師
（
准
看
護
師
を
除
く
）
ま
た
は

保
健
師
　
５
人
程
度　

⃝
資
格
　
昭
和
58
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
（
准
看
護

師
を
除
く
）
ま
た
は
保
健
師
の
資

格
を
有
す
る
方
（
取
得
見
込
み
の

方
も
含
む
）

⃝
試
験
方
法
　
第
一
次
試
験
＝
一

般
教
養
試
験　
第
二
次
試
験
＝
論

文
お
よ
び
面
接

⃝
試
験
日
　
12
月
２
日
㈰

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
▽
講
師
　
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ビ
ー
ン
ズ
ふ
く
し
ま　

若わ
か
つ
き月
ち
よ
理
事
長
、
当
事
者

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
☎
㉒
５
６
４
９

　
《
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
》

⃝
日
時
　
10
月
27
日
㈯
～
11
月
４

日
㈰
／
午
前
10
時
～
午
後
３
時

⃝
内
容
　
す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
た
方
に
賞
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
先
着
１
０
０
人
）

《
ツ
ア
ー
》

⃝
日
時
　
10
月
27
日
㈯
／
午
前
９

時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

⃝
定
員
　
▽
お
寺
巡
り
コ
ー
ス
　

20
人　
▽
戊
辰
巡
り
コ
ー
ス
　
20

人　
※
要
予
約
（
先
着
順
）

⃝
参
加
料
　
５
０
０
円

問
本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

内
２
７
４
３

⃝
入
場
料
　
無
料

問
中
央
公
民
館
☎
㉓
３
８
１
０

　
市
で
は
、
平
成
25
・
26
年
度
の

物
品
購
入
等
・
役
務
の
提
供
入
札

参
加
資
格
審
査
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

⃝
期
間　
11
月
１
日
㈭
～
12
月
28

日
㈮
（
平
日
の
み
）

⃝
申
請
用
紙
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
提
出
方
法
　
市
内
業
者
は
郵
送

ま
た
は
持
参
、
市
外
業
者
は
郵
送

で
、
本
庁
舎
財
政
課
（
３
階
）
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の

場
合
は
、
12
月
28
日
消
印
有
効
）。

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
、

返
信
用
封
筒
（
80
円
切
手
貼
付
）

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
土
木
工
事
や
水
道
事
業
に
係
る

物
品
購
入
等
・
役
務
の
提
供
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
は
、
一
括
し

て
財
政
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
本
庁
舎
財
政
課　
内
２
３
３
５

⃝
日
時　
10
月
17
日
㈬
～
21
日
㈰

／
午
前
10
時
～
午
後
６
時　
※
最

　　
10
月
12
日
㈮
か
ら
14
日
㈰
ま
で

の
3
日
間
、
市
内
全
域
に
放
置
さ

れ
て
い
る
自
転
車
の
一
斉
撤
去
を

町
内
会
単
位
で
実
施
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１
６
４

　
中
央
公
民
館
を
利
用
し
て
い
る

ク
ラ
ブ
が
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。

⃝
日
時
　
10
月
25
日
㈭
～
28
日
㈰

／
午
前
９
時
～
午
後
５
時　
※
初

日
は
午
前
10
時
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
３
時
ま
で

⃝
会
場
　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

21 20

終
日
は
午
後
３
時
ま
で

⃝
会
場　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

《
出
品
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
》

⃝
出
品
資
格
　
高
校
生
以
上
で
本

市
お
よ
び
近
隣
町
村
の
在
住
者
ま

た
は
出
身
者

⃝
作
品
規
格
　
▽
日
本
画
・
洋
画

６
号
～
50
号　
▽
彫
塑
　
等
身
大

以
内　
▽
工
芸
　
制
限
な
し
　
▽

書
　
縦
２40
㎝
×
横
１80
㎝
以
内　
▽

写
真
　
Ａ
４
以
上
半
切
ま
で　

※
市
内
に
お
い
て
未
発
表
お
よ
び

市
外
の
公
募
展
に
お
い
て
受
賞
し

た
も
の
で
な
い
も
の

⃝
出
品
料
　
▽
一
般
　
１
、
０
０

０
円　

▽
高
校
生
　
５
０
０
円

（
１
部
門
に
つ
き
１
人
２
点
ま
で
）

⃝
作
品
搬
入
日
時
　
10
月
14
日
㈰

／
午
前
10
時
～
午
後
５
時

⃝
作
品
搬
出
日
時
　
10
月
21
日
㈰

／
午
後
３
時
～
５
時

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
４

⃝
日
時
　
10
月
24
日
㈬
／
午
後
１

時
30
分
か
ら　
※
入
場
無
料

⃝
会
場
　
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

（
郭
内
）

⃝
内
容
　
▽
講
演
「
当
事
者
か
ら

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111

くらしの
情 報 館募

集
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
採
用
試
験

中
央
公
民
館
習
作
展

行
政
相
談
週
間

農
業
経
営
者
海
外
派
遣
研
修
生

案
内

ぐ
る
り
白
河
文
化
遺
産
め
ぐ
り

あ
っ
た
か
介
護
功
労
者

放
置
自
転
車
の
一
斉
撤
去

市
民
総
合
美
術
展
覧
会

パ
ソ
コ
ン
教
室

物
品
購
入
等
・
役
務
の
提
供

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

ひ
き
こ
も
り
講
演
会

都市再生整備計画の事後評価原案
パブリックコメント

　市では、都市再生整備計画（平成20年
度～平成24年度）を策定し、白河駅周辺
の整備に取り組んできました。これまでの
成果等を検証する事後評価の原案を策定し
ましたので、市民の皆さんからのご意見を
募集します。
⃝募集期限　10月９日㈫～22日㈪
※応募方法などは、市ホームページをご覧い
　ただくか、お問い合わせください（資料は
　本庁舎まちづくり推進課で閲覧できます）。
問本庁舎まちづくり推進課　内2744

⃝日時　11月３日㈷／午前10
　　　　 時～午後３時30分　
⃝会場　きつねうち温泉（東釜子）
⃝内容　五合飯早食い大会、日本

一に挑戦！シリーズ「焼
きおにぎり」、みちのく
ボンガーズショーなど

問サンライズひがしフェスティ
バル実行委員会事務局（東庁
舎事業課内）☎㉞2115　

サンライズひがし
フェスティバル2012

特定健診を受けましょう
　10月31日㈬まで、国民健康保険に加入
する40歳以上の方は、指定の医療機関で
個別検診を受けることができます。受診券
を紛失した場合は再交付できますので、ご
連絡ください。
　なお、通院治療中の方も個別検診の対象
となります。受診の要否については、主治
医にご相談ください。
　個別検診は、各医療機関に直接お申し込
みください。
問本庁舎国保年金課　内2176
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己
負
担
額
に
応
じ
た
金
額
を
医
療

機
関
等
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１
７
５

　
市
消
防
団
秋
季
検
閲
の
た
め
、

10
月
28
日
㈰
午
前
７
時
よ
り
、
消

防
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　
火
災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１
６
６

　
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
を
払
拭

す
る
た
め
、
安
全
・
安
心
な
農
産

物
お
よ
び
加
工
品
を
販
売
し
ま
す
。

⃝
日
時　
10
月
21
日
㈰
／
午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分　

⃝
会
場　
Ｊ
Ｒ
白
河
駅
前
イ
ベ
ン

ト
広
場
駐
車
場

問
県
南
農
林
事
務
所
☎
㉓
１
５
６
２

⃝
日
時　
10
月
28
日
㈰
／
午
後
２

時
30
分
～
４
時

⃝
会
場　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白

河
（
新
白
河
駅
前
）

⃝
内
容　
「
お
っ
ぱ
い
Ｑ
＆
Ａ
」

島し
ま
だ田
菜な

お

こ

穂
子
先
生
（
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
ブ
レ
ス
ト
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ

ク
表
参
道
院
長
）
が
乳
が
ん
に

関
す
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

⃝
定
員
　
１
０
０
人
（
入
場
無
料
）

問
し
ら
か
わ
ピ
ン
ク
り
ぼ
ん
の
会

☎
㉛
７
５
９
５

⃝
日
時
　
10
月
23
日
㈫
／
午
後
２

時
～
３
時
30
分　

⃝
会
場
　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白

河
（
新
白
河
駅
前
）

⃝
内
容
　
▽
講
演
「
変
わ
り
ゆ
く

社
会
の
中
で
守
り
た
い　
い
の
ち

と
心
」 

▽
講
師
　
弁
護
士　
住す

み
た田

裕ひ
ろ
こ子
氏

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券

が
必
要
で
す
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
白
河
法
人
会
☎
㉓
２
１
６
０

⃝
日
時　
10
月
13
日
㈯
／
午
後
２

時
か
ら

⃝
会
場　
大
統
寺
（
馬
町
）

⃝
参
加
料　
５
０
０
円

⃝
定
員
　
20
人
（
事
前
申
込
必
要
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大
統
寺
☎
㉓
２
７
２
３

⃝
日
時　
10
月
18
日
㈭
／
午
後
７

時
か
ら

⃝
会
場　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白

河
（
新
白
河
駅
前
）

⃝
内
容　
▽
講
演
「
正
し
い
運
動

の
勧
め
方
」 

▽
講
師
　
帝
京
大
学

医
学
部
外
科　
新に

い
み見
正ま

さ
の
り則
准
教
授

問
㈳
白
河
医
師
会
☎
㉓
３
７
０
１

　
▽
県
民
手
帳
（
横
罫
版
・
カ
レ
ン

ダ
ー
版
）
　
各
５
０
０
円　

▽
県
勢
要
覧
　
１
、
５
０
０
円

⃝
申
込
期
限
　
10
月
31
日
㈬
ま
で

⃝
申
込
先
　
本
庁
舎
企
画
政
策
課
、

各
庁
舎
総
務
課
、
各
行
政
セ
ン
タ
ー

問
本
庁
舎
企
画
政
策
課　
内
２
３
２
７

⃝
日
時　
10
月
22
日
㈪
／
午
後
２

時
～
４
時　

⃝
会
場　
市
立
図
書
館
中
会
議
室

（
道
場
小
路
）

⃝
内
容　
▽
講
演
「
元
気
に
な
る

睡
眠
の
話
」
▽
講
師　
東
邦
大
学

看
護
学
部　
尾お

ざ
き崎
章あ

き
こ子
教
授

⃝
定
員
　
60
人
（
先
着
順
）

⃝
申
込
期
限
　
10
月
15
日
㈪
ま
で

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
☎
㉒
５
６
４
９

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
で
、
東
日
本
大
震
災
で
住
宅

が
半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
た
方

へ
の
医
療
機
関
等
へ
支
払
う
一
部

負
担
金
の
免
除
期
間
は
、
９
月
30

日
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
10
月
以
降
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
に
記
載
さ
れ
た
自

23 22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内

住
田
裕
子
氏
講
演
会

ヒ
ー
リ
ン
グ
ヨ
ガ
＆
座
禅
体
験
会

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
一
部

負
担
金
免
除
期
間
の
終
了

県
民
手
帳
・
県
勢
要
覧

予
約
受
付
中

農業委員会一般選挙
《一般選挙》
⃝投票日　10月28日㈰
⃝告示日　10月21日㈰
⃝投票時間　午前７時～午後６時
⃝選挙すべき委員の定数　
▷第１選挙区（白河地域）12人　▷第２選挙
区（表郷地域）６人　▷第３選挙区（大信地
域）６人　▷第４選挙区（東地域）６人
《立候補届出》
⃝受付日時　10月21日㈰／午前８時30分～午後５時
⃝受付場所　本庁舎正庁（５階）
《投票できる方》
　農業委員会委員選挙人名簿に登録されていて、
投票日に本市に住所があり、次の要件を満たす方
⃝年　齢　平成４年４月１日以前に生まれた方
⃝住　所　選挙が行われる区域に住所を有している方
⃝耕　作　次のいずれかに該当する方
　①10アール以上の農地につき耕作の業務を営む方
　②①の同居の親族または配偶者で、年間おお
　　むね60日以上耕作に従事していると農業委
　　員会が認めた方
③10アール以上の農地につき耕作の業務を営む農業生
産法人の組合員や社員、株主で、年間おおむね60日
以上耕作に従事していると農業委員会が認めた方

　※入場券は、告示日の翌日以降に送付します
　　（無投票の場合は送付しません）。都合によ
　　り投票日に投票できない方は、期日前投票
　　や不在者投票ができます。
問本庁舎選挙管理委員会　内2510

し
ら
か
わ
ピ
ン
ク
り
ぼ
ん
の
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
２
０
１
２

白
河
医
師
会
健
康
ス

ポ
ー
ツ
医
学
研
修
会

消
防
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

心
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

合
同
販
売
イ
ベ
ン
ト
「
直
売

・
加
工
の
仲
間
ネ
ッ
ト
県
南
」

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『 

領
土
を
守
る
と
は
』

市
長
の

手
控
え
帖

本
は
ひ
け
を
と
る
。
し
か
も
、
恐
ろ
し
く
長
い
時

間
を
か
け
実
を
と
り
に
く
る
。
油
断
は
禁
物
。

  

勿
論
、
血
を
流
す
こ
と
は
避
け
る
。
戦
う
意
思

を
秘
め
毅
然
た
る
態
度
で
臨
み
つ
つ
も
、
武
力
は

抑
止
力
に
使
う
べ
き
。
全
て
の
力
を
注
ぎ
、「
静

か
な
る
戦
い
」
の
う
ち
に
事
を
進
め
る
こ
と
が

大
事
。「
力
」
と
は
何
か
。
英
米
を
カ
ー
ド
に
、
日

露
戦
争
を
終
結
に
図
っ
た
よ
う
な
外
交
。
追
随

を
許
さ
な
い
高
い
技
術
。
整
っ
た
社
会
保
障
や

教
育
制
度
。
辛
抱
強
く
勤
勉
な
国
民
性
等
。
い

わ
ゆ
る
ス
マ
ー
ト
パ
ワ
ー
だ
。
政
治
・
経
済
の

指
導
者
の
資
質
も
こ
れ
に
入
る
。

  

英
国
の
３
人
を
思
い
浮
か
べ
る
。
１
人
は
チ
ャ

ー
チ
ル
。
第
２
次
大
戦
時
の
首
相
。
短た

ん

く軀
・
猪い

首く
び

に
ロ
ン
グ
ハ
ッ
ト
と
葉
巻
。
ド
イ
ツ
の
空
襲

に
耐
え
、
反
転
攻
勢
の
機
を
う
か
が
う
。「
こ
の

試
練
の
た
め
に
私
の
人
生
は
準
備
さ
れ
て
い
た
」

と
、
強
い
信
念
と
老
練
さ
で
国
を
ま
と
め
る
。
中

立
を
と
っ
て
い
た
米
国
を
巻
き
込
み
、
ソ
連
を
引

き
込
む
練
達
の
外
交
で
ド
イ
ツ
を
追
い
詰
め
る
。

勝
敗
の
行
方
が
決
ま
る
と
、
一
転
戦
後
の
敵
は

ソ
連
と
み
て
と
り
、
い
ち
早
く
世
界
戦
略
を
練
る
。

ブ
ル
ド
ッ
ク
の
よ
う
な
愛
嬌
の
あ
る
顔
に
、
鋼
の

意
思
と
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
刃
を
秘
め
て
い
た
。

  

も
う
１
人
は
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
６
世
。
実
兄
が
王

冠
よ
り
恋
を
選
び
、
１
年
足
ら
ず
で
退
位
。
心

の
準
備
も
な
い
ま
ま
、
突
然
お
鉢
が
回
っ
て
き

た
。
し
か
も
内
向
的
で
吃
音
症
に
苦
し
ん
で
い

た
。
重
圧
に
泣
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
言
語
療

法
士
の
献
身
と
必
死
の
努
力
で
克
服
。
ド
イ
ツ

に
宣
戦
布
告
す
る
際
の
ス
ピ
ー
チ
は
見
事
だ
っ

た
。
地
下
壕
に
身
を
ひ
そ
め
、
不
安
に
お
び
え
る

国
民
を
励
ま
し
た
。
真
面
目
な
人
柄
か
ら
ほ
と

ば
し
る
魂
の
言
葉
。

　
娘
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
父
の
苦
悩
を
間
近
に
見
て

い
た
。
女
王
在
位
60
年
、
重
圧
に
耐
え
た
力
の
源

  

日
本
近
海
の
波
が
高
く
な
っ
て
き
た
。
韓
国
大

統
領
の
竹
島
上
陸
は
、
国
内
で
の
不
人
気
を
回
復

す
る
た
め
の
、
思
慮
に
欠
け
る
行
動
。
こ
こ
は
感

情
的
に
な
ら
ず
、
論
理
的
に
国
際
司
法
の
場
で
解

決
す
る
の
が
得
策
。
日
韓
は
経
済
・
文
化
で
の

依
存
、
交
流
が
格
段
進
み
、
よ
き
隣
人
に
な
る
条

件
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
両
国
は
昭
和
40
年
の
条

約
で
決
着
を
図
る
約
束
を
し
て
い
る
。
日
本
は
、

こ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
を
、
河
野
談

話
と
い
う
形
で
誠
意
を
示
し
て
い
る
。
慰
安
婦

や
植
民
地
支
配
の
こ
と
を
蒸
し
返
し
て
、
こ
の
先

得
る
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

  

厄
介
な
の
は
尖
閣
。
日
本
が
実
効
支
配
し
て
い

る
こ
と
を
中
国
は
容
認
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

海
底
に
資
源
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
や
、
突
然
領

有
権
を
主
張
。
日
本
は
正
当
性
が
あ
る
と
、
高
を

く
く
っ
て
は
い
け
な
い
。
中
国
は
不
利
な
こ
と

を
承
知
の
上
で
既
成
事
実
を
積
み
上
げ
よ
う
と

し
、
そ
の
様
子
を
世
界
に
発
信
し
て
い
る
。
事
を

荒
立
て
た
く
な
い
あ
ま
り
、
穏
便
な
対
応
に
終
始

す
る
と
術
中
に
は
ま
る
。「
長
年
、
日
本
は
強
い
意

思
を
示
さ
な
か
っ
た
。
領
有
権
が
あ
る
と
考
え

て
い
な
い
証
拠
」
と
く
る
に
相
違
な
い
。
中
国

は
あ
れ
ほ
ど
大
き
い
の
に
と
思
う
な
か
れ
。
巨

大
な
人
口
、
砂
漠
も
抱
え
、
内
陸
は
貧
し
い
。
海

洋
資
源
と
米
国
に
対
峙
す
る
海
上
防
衛
ラ
イ
ン

は
、
喉
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
い
。

  

中
国
は
５
千
年
来
、
王
朝
が
激
し
い
戦
い
を
繰

り
返
し
、
北
方
民
族
の
支
配
も
受
け
た
。
権
謀
術

数
、
外
交
の
し
た
た
か
さ
に
お
い
て
、
和
の
国
日

は
、
こ
こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
偉
大
な
君

主
と
首
相
を
持
っ
た
英
国
は
幸
運
だ
っ
た
。

   

も
う
１
人
は
「
鉄
の
女
」
サ
ッ
チ
ャ
ー
。
英
国

再
建
の
た
め
、
小
さ
い
政
府
と
規
制
緩
和
・
国
有

企
業
の
民
営
化
等
に
大お

お
な
た鉈
を
振
る
っ
た
。
改
革

の
評
価
は
分
か
れ
る
が
、
経
済
の
再
生
と
国
民
の

誇
り
を
取
り
戻
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

  

不
評
だ
っ
た
株
が
急
上
昇
し
た
の
は
、
30
年
前

の
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
。
突
然
、
領
有
権
を
主

張
す
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
軍
が
占
拠
。
サ
ッ
チ
ャ

ー
は
間
髪
を
入
れ
ず
、
南
米
大
陸
の
南
端
に
軍
隊

の
派
遣
を
決
定
。
多
く
の
犠
牲
を
払
い
な
が
ら

も
２
か
月
で
奪
還
。
女
性
宰
相
は
「
人
命
に
代
え

て
で
も
英
国
領
土
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
国
際
法
が
力
の
行
使
に
打
ち
勝
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
」
と
述
べ
た
。
は
や

て
の
如
く
速
い
決
断
と
鬼
神
の
如
き
気
概
。
チ

ャ
ー
チ
ル
の
前
任
者
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
ヒ
ト
ラ

ー
と
事
を
構
え
る
の
を
た
め
ら
い
、
ド
イ
ツ
の
暴

走
を
許
し
て
し
ま
っ
た
苦
い
記
憶
が
よ
ぎ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
「
斜
陽
の

帝
国
」
と
呼
ば
れ
る
の
を
恥
と
し
、
威
信
回
復
に

全
て
を
捧
げ
た
。

  

領
土
問
題
は
人
を
熱
く
す
る
が
、
肝
心
の
守
る

べ
き
領
土
と
は
何
か
を
考
え
た
い
。
そ
れ
は
国

土
の
み
を
意
味
し
な
い
。
地
域
共
同
体
や
伝
統
・

文
化
で
あ
り
、
美
意
識
で
あ
る
。
翻

ひ
る
が
え

っ
て
福
島
は

ど
う
か
。
国
土
の
一
部
か
ら
、
ま
だ
６
万
も
の
人

が
故
郷
を
追
わ
れ
て
い
る
。
復
興
へ
の
形
は
で

き
つ
つ
あ
る
が
、
最
も
大
事
な
国
の
意
思
を
感
じ

な
い
。「
福
島
の
再
生
な
く
し
て
日
本
の
復
興
な

し
」
を
何
度
聞
い
た
こ
と
か
。
そ
の
た
び
に
虚う

つ
ろ

ろ
に
な
る
。
情
が
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☆情報満載！市のホームページをご覧ください。　http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
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　全国から白河市に多くの義援金・寄附金が届きまし
た。ここでは、８月17日から９月18日までの提供者を
ご紹介します。義援金・寄附金は、被災者の支援と本
市の復興のため、有効に活用させていただきます。あ
りがとうございました。

　今月号の表紙は、京都を拠点に活躍されて
いる、イラストレーターの渡辺チカラさんに
「白河提灯まつり」のイラストを提供してい
ただきました。
　渡辺さんが初めて本市を訪れたのは昨年の
11月。Yammyさんのコンサートで似顔絵サ
ロンをするために同行したのがきっかけです。
　今回、渡辺さんのご厚意で、祭りの幻想的
な様子をイラストで紹介することができまし
た。ありがとうございました。

　渡辺さんは、イラストのほ
か、絵画制作、似顔絵・肖像
画、壁画制作などを手掛けて
います。
　イラストや作品の詳細は、
ホームページで見ることがで
きます。
▶オフィシャルウェブサイト
　http://chikaraartstudio.jp

《仮設住宅等支援者をご紹介します》
（８月22日～９月21日）

　振込された方については、カタカナで表記させていただきます。９月19
日以降の義援金・寄附金については次号でお伝えします。

白河市民への　がいっぱい

◦㈱若林商店　様	
◦Ｍａｌｔ　Ｃａｔ'ｓ　様
◦チャリティテニスフェスティバル2012　様
◦㈱ブレマンコンサルタント　様
◦Ｕ・Ｊ（古高山）　様
◦相川洋子（静岡市）　様

㈱大黒屋

企
業
の

人をつくり、故郷（まち）をつくる
幸せを運ぶ菓子づくり。

ＤＡＩＫＯＫＵＹＡ

The company in Shirakawa 

Introduction of the cover 今月号の表紙

住　　所：【本　　店】中町44
　　　　　【新白河店】西郷村豊作東11
生産品目：和菓子、洋菓子　　　　　

№６

　本市には、様々な企業が立地しています。
市民の皆さんはどのような企業が立地し、そ
こでどのような製品が誕生し、またどのよ
うな人が働いているかご存じでしょうか。
　リレー形式で、市内の企業やものづくり・
人づくりについて紹介しています。

　「“菓子づくりは、幸せづくり、人づくり、
故郷（まち）づくり”。この経営理念のもと、
昔ながらの伝統を大切にしつつ、新しいも
のを取り入れながら、人々に喜んでもらえ
る菓子づくりを心掛けています」と話す四
代目社長の古

ふるかわ

川雅
まさひろ

裕さん。
　大黒屋は明治40年に創業し、今年で107
周年を迎える老舗の菓子店で、本店と新白
河店の２店舗で営業しています。
　菓子づくりの原材料には、厳選した安全
で安心なものを使用し、水は那須連峰の伏
流水を使うなど、素材へのこだわりが感じ
られます。
　商品は、白河だるまをモチーフにした名
物の“だるま最

も な か

中”をはじめ、新選組の斎
さい

藤
とう

一
はじめ

にちなんだ“一
いっとうさ い

刀斎ぱうんど”など、
その多くに白河の歴史や文化を取り入れた
ものを開発し販売しています。また、地元
の食材を使用した商品開発や、市内の酒蔵
で造られたお酒を販売するなど、同じ地域
で物づくりに携わる人との連携を重視。経
営理念が示すとおり、人づくり、まちづく
りで地域に貢献しています。
　「菓子づくりの魅力は、自分の思いを形に
できること。目で、味で楽しんでもらい、
その人に幸せを運ぶことができたらうれし
いです」と古川さんは笑顔で話してくれま
した。

だるま最中や一刀斎ぱうんど。ほかにも地域の特色を生かした商品が並びます
国道４号沿いにある新白河店。外装の一部に、小峰城の石垣を模したデザインが特徴的
社員の皆さん。おもてなしの心で接客や菓子づくりをしています
無料の飲み物が用意されたカフェスペース。窓からは那須連峰が望めます
広々とした店内。約300種類の和菓子・洋菓子のほか、お酒も販売しています
社長の古川雅裕さん。地域の特色や地元の食材を取り入れた商品を生み出しています

①
②
③

⑥
⑤
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①

④

①

②

③

⑥⑤④

◦日本カイロプラクターズ協会　様
◦明日飛子ども自立の里　様
◦とちぎＹＭＣＡ　様
◦スズヤ鍼灸治療院　様
◦栃木ボランティアネットワーク　様
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